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１．第６次ＮＡＣＣＳにおけるセキュリティ対策 

 第６次ＮＡＣＣＳにおいては、現行システムで実施しているセキュリティ対策を踏襲しつつ、セキュリ
ティの一層の強化を図る。 

※政府が定めるセキュリティ基準（統一技術基準）に準拠。 
 本資料では、第６次ＮＡＣＣＳで実施するセキュリティ対策のうち、ご利用者様に影響する部分につい

てのみ説明する。 

項目 現行システム 次期システム 
パスワードの最小文字数 特に制限していない ６文字以上８文字以下とする。 

パスワードに含める文字種 特に制限していない 半角英大文字と半角数字を、それぞれ必ず１文字以上含める。 

パスワードの履歴管理 特に世代管理を行ってい
ない 

３世代管理し、パスワード変更時において３世代前までのパス
ワードは使用不可とする。 

パスワード変更機能 ＵＲＹ業務を使用する 現行システムと同様とする。 

パスワードのキャッシュ不可 特に制御していない ＷｅｂＮＡＣＣＳにおいてブラウザのパスワードキャッシュ機能
を不可とする。 

前回ログイン情報の通知 特に通知していない ＮＡＣＣＳパッケージソフト及びＷｅｂＮＡＣＣＳ使用時におい
て前回ログイン時の情報を表示する。 

システム利用に関する規約等
の提示 

ＮＡＣＣＳ掲示板にて提
示 

ＮＡＣＣＳ掲示板での提示に加え、ＷｅｂＮＡＣＣＳのログイン
ページから規約等の表示ページに移動できるようにする。 

緊急時における特定利用者の
システムの利用制限 

ＮＡＣＣＳセンターにて
制限可能 

現行システムと同様とする。 
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２．ｎｅｔＮＡＣＣＳ及びＷｅｂＮＡＣＣＳにおいて実施するセキュリティ対策 

ｎｅｔＮＡＣＣＳ及びＷｅｂＮＡＣＣＳにおいては、インターネットを使用してＮＡＣＣＳに
アクセスするため、前頁に示した対策に加え、以下のセキュリティ対策を実施する。 

※ ＷｅｂＮＡＣＣＳ（ＡＰＳ業務）におけるセキュリティ対策については別途提示する。 

なお、ＷｅｂＮＡＣＣＳは携帯端末からも利用可能であるが、携帯端末からの利用においても
上記と同様の対策を実施する。 

1. ＳＳＬ（Secure Socket Layer）による通信の暗号化（盗聴・改ざん防止） 
2. クライアントデジタル証明書による端末の特定（正規端末以外からの利用制限） 
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